
 

 

 

 福生市環境基本計画実行計画 ３ 

（令和３年度計画） 

 
  

 

◆福生市環境基本計画実行計画 

分野別施策                                計画の推進・環境まちづくりの展開 

第１節 自然の保全・再生                            第１節 環境教育・学習の推進‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐Ｐ８ 

１ 自然の水循環、多摩川の保全・再生‐‐‐‐‐‐‐‐Ｐ１ 

２ 都市の自然の保全・再生‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐Ｐ２ 

第２節 潤い豊かな安心できるまちの創造 

１ 福生らしい景観、資源を活かすまちづくり‐‐‐‐‐Ｐ３ 

２ 安心して歩ける道・緑のまちづくり‐‐‐‐‐‐‐‐Ｐ４ 

第３節 暮らし方の変革・地球システムへの適合 

１ ごみの発生抑制・資源化・適正処理の推進‐‐‐‐‐Ｐ５ 

２ 地球環境問題・公害等への取り組み‐‐‐‐‐‐‐‐Ｐ６ 

       



 

 

 ◆福生市環境基本計画実行計画の策定について 

 

 １ 目的 

この福生市環境基本計画実行計画（以下「実行計画」という。）は、福生市環境基本計画第３期中期実施計画に定める目標及び市の具体的な取り組

みを着実に推進するため、実行計画として策定した。 

 

２ 実行計画の内容等 

（１）本実行計画は、福生市環境基本計画第３期中期実施計画の基本目標達成のための具体的な取り組み事項及びその内容、計画年度等を明らかに

した。 

（２）協働事業については★を記載する。 

（３）当該予定年度以降継続して実施、検討、研究をするものは、「継続」とする。 

（４）当該年度予算の[ ]書きは、福生スクラム・マイナス 50％協議会予算である。 

 

 ３ 実行計画の目標期間等 

本実行計画は令和３年度において運用し、令和５年度に策定する福生市環境基本計画（本体計画）における実行計画に反映等行う。 

 

 ４ 推進体制 

（１）本実行計画は、福生市環境事業推進会議が進行管理し、進捗状況を福生市環境審議会に報告し、意見を求める。 

（２）本実行計画の進捗状況については、市のホームページにより市民に公表する。 



福生市環境基本計画実行計画（令和３年度計画）

部 課 係 款 項 目 事業

1
自然の保
全・再生

自然の水循
環、多摩川
の保全・再

生

①水質汚濁
防止

25

下水道法に基づく市内事業者に対する
指導を継続します。また、特定施設以外
の排出源に対する規制が課題であること
から、発信時期・方法を検討するなど、周
知を工夫します。

水質汚濁防止の啓発
都市建設

部
道路下水

道課
下水道グ
ループ

広報による周知を実施する。 継続 継続 0 参画型

2
自然の保
全・再生

自然の水循
環、多摩川
の保全・再

生

②河川維持
水量の確保

25
まちづくり計画課 河川維持水量につい
て状況の変化を注視し、現況把握を続け
ていきます。

河川維持水量の確保要請
都市建設

部
まちづくり
計画課

計画グ
ループ

河川維持水量の確保に向けて、17区市で構成す
る「多摩川整備促進協議会」を通じて年1回国土
交通省へ要望を行う。

継続 継続 15,000 土木費 都市計画費 都市計画費
都市計画事

務費
透明性と説

明責任

3
自然の保
全・再生

自然の水循
環、多摩川
の保全・再

生

③湧水の保
護

26

関係する団体との意見交換会において、
市内の湧水群及びその周辺環境の保全
について情報の収集と共有を行い、異変
があった際に対策を検討し、実行できる
体制を整えておきます。

湧水の保護の情報収集
都市建設

部
まちづくり
計画課

計画グ
ループ

拝島段丘の崖線に連なる湧水群及びその周辺環
境保護に向けて、多摩川沿岸の８市によって構成
される「多摩川由来の崖線の緑を保全する協議
会」に参加することにより、保全の取組について情
報収集を行う。

継続 継続 0 参画型

4
自然の保
全・再生

自然の水循
環、多摩川
の保全・再

生

③湧水の保
護

26

大学との協働により水質検査を継続して
行うとともに、結果の公表についても検討
し、市民に対して湧水の現状の周知・意
識啓発を図ります。

湧水地点水質調査
生活環境

部
環境課 環境係 ★

法政大学山﨑研究室との協働により、湧水の保
全を目的とした、通水地点５か所と多摩川におけ
る現状把握と水質検査を各月で行う。

継続 継続 0 参画型

5
自然の保
全・再生

自然の水循
環、多摩川
の保全・再

生

④地下水の
かん養・冠

水防止
26

宅地開発事業者に対して、宅地内浸透
の指導を継続するとともに、一般家庭を
対象とした雨水の浸透ます、貯留槽の助
成を行うことで、雨水の宅地内処理を促
進します。

地下水のかん養・冠水防
止

都市建設
部

道路下水
道課

下水道グ
ループ

一般家庭を対象とした雨水の浸透ます、貯留槽の
助成,及び宅地開発における雨水浸透施設設置
の指導を実施する。

継続 継続 600,000
下水道事業

費用
営業費 総係費 参画型

6
自然の保
全・再生

自然の水循
環、多摩川
の保全・再

生

④地下水の
かん養・冠

水防止
26

東京都環境確保条例に基づき、事業者
に対する地下水の揚水量指導に努めま
す。

地下水揚水量報告
生活環境

部
環境課 環境係

東京都環境確保条例に基づき、地下水揚水量報
告書の提出と揚水規制業務、地盤沈下対策のた
め、適正使用の指導等を行う。

継続 継続 0
透明性と説

明責任

7
自然の保
全・再生

自然の水循
環、多摩川
の保全・再

生

⑤水循環の
学習促進

26

多摩川上流水再生センターの見学など
により、下水道や雨水ますと河川のつな
がり、地下水保全などに関する学習機会
を提供します。学校での関連学習の実施
時期に合わせて見学会をＰＲすることで
参加者を拡大し、福生市の現状について
併せて伝えていきます。

水循環の学習
都市建設

部
道路下水

道課
下水道グ
ループ

多摩川上流水再生センターの見学について、実
施を予定している。なお、今後の新型コロナウイル
ス感染症の状況次第で、事業全体の見直しが必
要となることも想定し、その方法について検討す
る。

縮小 縮小 0 参画型

8
自然の保
全・再生

自然の水循
環、多摩川
の保全・再

生

⑥水害予防
対策

26

近年の自然災害などの状況を踏まえ、引
き続き多摩川整備促進協議会を通じて
国土交通省に対し整備促進を要望して
いきます。
災害対策工事の際には、生き物の生息
地の保全や親水性の維持など、重視す
べき環境配慮内容について環境課を通
じて把握するなどし、整備促進と併せて
要望していきます。

災害に備えた河川整備
都市建設

部
まちづくり
計画課

計画グ
ループ

近年の自然災害の状況等を踏まえ、17区市で構
成する「多摩川整備促進協議会」を通じて年1回
国土交通省へ要望を行う。
また、災害対策工事の際には、環境課を通じて生
物の生息地保全や親水性維持等、重視すべき内
容を把握し、整備促進と併せ要望していく。
※予算額は№2と重複

継続 継続 15,000 土木費 都市計画費 都市計画費
都市計画事

務費
透明性と説

明責任

9
自然の保
全・再生

自然の水循
環、多摩川
の保全・再

生

⑦川の自然
観察などの

促進
26

市民が自然や生物への興味・理解、流域
思想を持ち、より主体的に学習や保全活
動に取り組めるよう、福生水辺の楽校や
小中学校における多摩川の総合学習支
援など、様々なプログラムを実施します。
また、環境活動が継続されるよう、環境
リーダーの育成も引き続き実施します。

福生水辺の楽校「多摩川
で遊ぼう」等の事業

生活環境
部

環境課 環境係 ★

〇福生水辺の楽校「多摩川で遊ぼう」（10回）、
「多摩川サポーターズ」（2回）で、多摩川に生き
る生物や植物について自然観察を行い、多摩川
への理解を深めるプログラムを実施するとともに、
活動を通じて次なる担い手の育成を行う。
〇「小中学校における多摩川の総合学習支援」と
して、多摩川や自然を題材とした総合的な学習の
時間において、体験活動や授業の支援を行う。
（概ね30回)
〇「ヤマメの卵配付事業」として、応募のあった小
中学校へヤマメの卵を配付し、学校で孵化させた
後、児童・生徒が多摩川へ放流する事業を実施す
る。（概ね小中学校４～６校より応募がある）

継続 継続 1,550,000 衛生費 保健衛生費 環境保全費
環境教育事

業
参画型

10
自然の保
全・再生

自然の水循
環、多摩川
の保全・再

生

⑧河川環境
保全活動の

推進
26

市民と京浜河川事務所との協働で河川
一斉清掃を実施し、河川植生の再生を
支援します。

河川一斉清掃
都市建設

部
施設公園

課
施設公園
グループ

★

６月の環境フェスティバルに合わせ、多摩川中央
公園沿い河川敷において、市民による河川清掃を
実施する。
また、この事業は国土交通省の多摩川クリーン作
戦の一環として、京浜河川事務所と協働で事業を
行う。

継続 継続 0 参画型

11
自然の保
全・再生

自然の水循
環、多摩川
の保全・再

生

⑧河川環境
保全活動の

推進
26

市民、研究者、行政が協力しカワラノギク
の絶滅を回避するための「カワラノギクプ
ロジェクト」を継続実施します。プロジェク
トの市民認知度の更なる向上に努めま
す。

カワラノギク保全活動
生活環境

部
環境課 環境係 ★

多摩川に残された生育地において市民、研究者、
行政が協力しカワラノギクの絶滅を回避するた
め、年３回の保全・復元作業を行うとともに、認知
度向上のための情報発信を行う。

継続 継続 0 参画型

当該年度
予算（円）

会計区分

SDGｓ
主要原則

協
働
事
業

年度計画
（実施場所、方法、回数、関係先）

翌年度
計画

翌々年
度

計画

担当

No
環境基本計画

（実施計画）体系
頁 ３年間の施策の方向性 事業名
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福生市環境基本計画実行計画（令和３年度計画）

部 課 係 款 項 目 事業
当該年度
予算（円）

会計区分

SDGｓ
主要原則

協
働
事
業

年度計画
（実施場所、方法、回数、関係先）

翌年度
計画

翌々年
度

計画

担当

No
環境基本計画

（実施計画）体系
頁 ３年間の施策の方向性 事業名

12
自然の保
全・再生

自然の水循
環、多摩川
の保全・再

生

⑨多摩川に
関する学習
拠点の運営

26
水辺の楽校の拠点及び環境学習・研究
などの場として、川の志民館の管理運営
を行います。

川の志民館管理
生活環境

部
環境課 環境係 ★

多摩川をフィールドとした環境学習・研究活動や
情報発信の拠点として、川の志民館の管理・運営
を行う。

継続 継続 167,000 衛生費 保健衛生費 環境保全費
環境教育事

業
参画型

13
自然の保
全・再生

都市の自然
の保全・再

生

①樹林地な
どの開発抑

制・保全
27

宅地開発等指導要綱などに基づき、該
当する案件について緑化や植樹の指導
を行います。

樹林地等の開発抑制・保
全

都市建設
部

まちづくり
計画課

計画グ
ループ

福生市宅地開発等指導要綱に基づき、該当の開
発行為には、敷地の一部を緑化するよう指導を行
う。

継続 継続 0
透明性と説

明責任

14
自然の保
全・再生

都市の自然
の保全・再

生

①樹林地な
どの開発抑

制・保全
27

緑を守り育てる条例に基づき、保存樹林
地などの指定及び奨励金の交付を通じ
て保全を図ります。
また、定期的に所有者の状況確認を行う
ことで維持につなげるとともに、市内に残
された樹林地の価値を市民が認識・共
有できるような取組について検討します。

保存樹林地等の指定等
生活環境

部
環境課 環境係

福生市の緑を守り育てる条例に基づき、保存樹林
地等の指定及び指定した樹林地等への奨励金
交付を通じて緑の保全を行う。
また、保存樹林地等の所有者の状況を確認し、保
全につながるよう取り組む。

継続 継続 3,020,000 衛生費 保健衛生費 環境保全費
緑化推進事

業
透明性と説

明責任

15
自然の保
全・再生

都市の自然
の保全・再

生

①樹林地な
どの開発抑

制・保全
28

緑を守り育てる条例に基づき、生垣設置
などに係る補助を継続します。補助制度
がより有効に活用されるよう、交付条件
の変更を検討します。広報掲載だけでな
く、近隣のハウスメーカー、工務店などに
情報提供し、制度の活用を図ります。

生垣の設置補助等
生活環境

部
環境課 環境係

福生市の緑を守り育てる条例に基づき、生垣の設
置等にかかる費用を補助し、緑の保全を行うとと
もに、関係する事業者等に制度の周知を行う。
また、利用が促進されるよう、交付条件の見直し
について検討する。

継続 継続 45,000 衛生費 保健衛生費 環境保全費
緑化推進事

業
参画型

16
自然の保
全・再生

都市の自然
の保全・再

生

②街区公園
などの維持

管理
28

緑の基本計画などに基づき、市街地の身
近な公園を適正に維持管理します。また、
公園ボランティアなどの情報交換を促進
し、公園や雑木林における生物多様性の
状況の共有、公園の特性に応じた管理
方法の検討、公園設備の長寿命化に向
けた方針の検討を行います。

街区公園等の維持管理
都市建設

部
施設公園

課
施設公園
グループ

★

市街地の身近な公園を適正に維持管理するため
に、公園ボランティアと協働で清掃、除草等を行
い、公園内の美化に努めるとともに、公園ボラン
ティアに対する支援（用具の支給、ボランティア保
険の加入）を実施し、公園ボランティア制度の充
実を図る。
また、公園ごとのボランティア間の橋渡しを行い、
情報交換を促進する。

継続 継続 10,000 土木費 都市計画費 公園費
公園管理事

務
参画型

17
自然の保
全・再生

都市の自然
の保全・再

生

③自然再生
事業の展開

28

都市計画公園や都市緑地などの樹林地
や草地などにおける萌芽更新など自然
再生の取り組みを推進します。従来の植
生に配慮し、その場所に適した手法によ
る保全を進めます。行政、市民ボランティ
ア、委託事業者の役割と作業分担を明
確にし、効果的な取組を進めます。

自然再生事業の展開
都市建設

部
施設公園

課
施設公園
グループ

★

都市計画公園や都市緑地などの樹林地の自然
再生の取り組みを推進する。
また、文化の森（福生公園）、みずくらいど公園、
加美上水公園についてはボランティア団体によ
り、下草刈りや落葉清掃、外来種の除去等、樹林
地の再生に取り組んでいるが、高木の剪定等、専
門性が求められる場合は、業者委託により作業す
る等、役割分担を明確にし、効果的な取り組みを
進めていく。

継続 継続 10,000 土木費 都市計画費 公園費
公園管理事

務
参画型

18
自然の保
全・再生

都市の自然
の保全・再

生

④外来生
物・野生生
物への対応

28

市域内のアライグマ、ハクビシンを駆逐す
るため、「東京都アライグマ・ハクビシン
防除実施計画」に同意し、広域的な視点
を踏まえ、取組を継続します。市民への周
知・情報共有を強化していきます。

外来生物（アライグマ、ハク
ビシン）防除

生活環境
部

環境課 環境係 ★

市民からの情報提供を受けるため定期的な広報
掲載やポスターの作成・掲示を行い、専門性を有
する事業者への委託により、アライグマ、ハクビシ
ンの捕獲防除を実施する。
また、捕獲防除を効果的に進めるため、定点、検
証地、希望する市民宅の三本柱で実施していく。

継続 継続 2,156,000 衛生費 保健衛生費 環境保全費
環境政策事

務
参画型

19
自然の保
全・再生

都市の自然
の保全・再

生

④外来生
物・野生生
物への対応

28

市域内のクビアカツヤカミキリを駆逐す
るため、施設管理者との協力体制を徹底
し対応を行います。また、近隣自治体と協
調し、広域的な視点を踏まえ、取組を継
続します。市民への周知・情報共有を強
化していきます。

外来生物（クビアカツヤカ
ミキリ）防除

生活環境
部

環境課 環境係 ★

多摩川堤防沿い桜並木及び柳山公園を中心に
防除を行うとともに、市内公共施設及び市が管理
している施設についての生息・被害状況調査を実
施する。
［一部については福生スクラム・マイナス50％協
議会事業として行う。］

継続 継続
969,240

［31,000］
衛生費 保健衛生費 環境保全費

環境政策事
務

参画型

20
自然の保
全・再生

都市の自然
の保全・再

生

④外来生
物・野生生
物への対応

28

地域猫制度への理解・協力の促進とモ
デル地区の拡充を図るため、町会、自治
会長宅をボランティア団体と共に訪問し
ます。また、飼い主のいない猫に起因する
相談、苦情などの減少を目指し、ボラン
ティア団体が取組を継続できるよう支援
します。

地域猫去勢・不妊手術費
助成金

生活環境
部

環境課 環境係 ★

モデル地区における飼い主のいない猫に対する
去勢・不妊手術等を行い、適正な飼養管理を行っ
ていく。また、ボランティア団体の支援等を通じて、
地域猫の取り組みが拡大するよう周知を図り、制
度理解を促進させる。

継続 継続 1,028,000 衛生費 保健衛生費 環境保全費
環境政策事

務
参画型
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福生市環境基本計画実行計画（令和３年度計画）

部 課 係 款 項 目 事業
当該年度
予算（円）

会計区分

SDGｓ
主要原則

協
働
事
業

年度計画
（実施場所、方法、回数、関係先）

翌年度
計画

翌々年
度

計画

担当

No
環境基本計画

（実施計画）体系
頁 ３年間の施策の方向性 事業名

21
潤い豊かな
安心できる
まちの創造

福生らしい
景観、資源
を活かすま

ちづくり

①自然・歴
史・文化的
景観資源の
保全・活用

29

まちづくり景観推進連絡会やまちづくり
景観フォーラムなど、引き続き広く市民の
意見を聴取しながら、福生らしい景観の
維持に努めます。

景観まちづくり事業の推進
都市建設

部
まちづくり
計画課

計画グ
ループ

★
まちづくり景観推進連絡会、まちづくり景観フォー
ラムへの参加を通し、自然・歴史・文化的景観資
源の保全・活用について研究する。

継続 継続 256,000 土木費 都市計画費 都市計画費
都市景観事

業
参画型

22
潤い豊かな
安心できる
まちの創造

福生らしい
景観、資源
を活かすま

ちづくり

①自然・歴
史・文化的
景観資源の
保全・活用

29
樹木診断や害虫駆除などの適切な管理
を実施することにより、多摩川堤防沿い
の桜の長寿命化と保全を図ります。

多摩川堤防沿桜管理
都市建設

部
施設公園

課
施設公園
グループ

多摩川堤防沿いの桜の剪定や害虫駆除を実施
し、長寿命化を進め、文化的景観資源の保全を図
る。

継続 継続 2,451,000 土木費 都市計画費 公園費
公園管理事

務
統合性

23
潤い豊かな
安心できる
まちの創造

福生らしい
景観、資源
を活かすま

ちづくり

①自然・歴
史・文化的
景観資源の
保全・活用

29

文化財・史跡ガイドツアーなど、市民ボラ
ンティアガイドの活躍の機会を拡大すると
ともに、継続したフォローアップを行い、歴
史・文化継承のための語り部の育成を進
めます。

市民ボランティア文化財ガ
イド事業

教育部
生涯学習
推進課

文化財係 ★ 市内文化財ガイドツアーを年3回実施します。 継続 継続 0 教育費 社会教育費
生涯学習推

進費
保護展示事

業
参画型

24
潤い豊かな
安心できる
まちの創造

福生らしい
景観、資源
を活かすま

ちづくり

②屋外広告
物の規制

30

違反広告物撤去協力員制度を継続し、
道路沿線の捨て看板、街中の貼り紙など
景観を阻害する違反広告物の撤去を進
めます。

違反広告撤去協力員制度
都市建設

部
道路下水

道課

管理・交
通安全対
策グルー

プ

★ 市内道路において、違反広告物の撤去を行う。 継続 継続 0 参画型

25
潤い豊かな
安心できる
まちの創造

福生らしい
景観、資源
を活かすま

ちづくり

③清潔で美
しいまちの

維持
30

清潔で美しいまちづくり条例に基づくマ
ナーアップ指導員を効率的に配置し、条
例周知と清潔の保持に努めます。また、
海ごみゼロウィークにおける全国一斉清
掃活動などへの積極的な参加を行いま
す。

清潔で美しいまちの維持
生活環境

部
環境課

ごみ対策
係

★

清潔で美しいまちづくりを推進し、快適な生活環
境を維持するため、マナーアップ指導員による清
掃活動等の実施。また、統一美化キャンペーンの
実施等による、町内清掃・地域清掃を推進する。

継続 継続 5,757,000 衛生費 清掃費 清掃費
清潔で美し
いまちづくり

事業
参画型

26
潤い豊かな
安心できる
まちの創造

福生らしい
景観、資源
を活かすま

ちづくり

③清潔で美
しいまちの

維持
30

道路美化ボランティア制度などにより、市
民と協働した維持管理を継続します。

土木事務
都市建設

部
道路下水

道課

管理・交
通安全対
策グルー

プ

★

市内道路において、道路美化ボランティア団体
に、随時から年数回、道路清掃等を行ってもらう。
道路美化ボランティア団体からの年度末の活動
報告に基づき、道路清掃に必要な消耗品等の支
給を行う。

継続 継続 15,000 土木費 土木管理費 土木総務費 土木管理費 参画型

27
潤い豊かな
安心できる
まちの創造

福生らしい
景観、資源
を活かすま

ちづくり

③清潔で美
しいまちの

維持
30

町会・自治会が行う、環境衛生に関する
事業を含む各種事業を、交付金により支
援します。

地域活性化交付金事業
生活環境

部
協働推進

課

協働推
進・男女
平等推進

担当

★
地域社会のコミュニティ組織である町会・自治会
が主体的に行う各種事業に対し、交付金を交付
する。

継続 継続 8,227,000 総務費 総務管理費 協働推進費
町会等活動
支援事務

参画型

28
潤い豊かな
安心できる
まちの創造

福生らしい
景観、資源
を活かすま

ちづくり

④散策路
ネットワーク

の活用
30

インバウンドを含む市外からの来訪者に
福生の魅力を伝えるため、玉川上水や熊
川分水をはじめとする歴史的・自然的景
観資源と市街地を結ぶ散策ルートを活
用したツアーの実施や案内板の書換え
を行います。

観光案内板書替委託
生活環境

部

シティ
セールス
推進課

まちの魅
力創造グ
ループ

多摩・島しょ地域への観光客の誘客促進を目的と
して、市内駅前８箇所を毎年順番に観光案内版を
書き替えており、今年度は次年度の書き替えに向
けての準備をする。
また、散策ルートを活用したツアーの実施やルート
が掲載された観光ガイドマップを配布して周知を
する。

継続 継続 0 商工費 商工費 商工費
まちの魅力
推進事業

参画型

29
潤い豊かな
安心できる
まちの創造

福生らしい
景観、資源
を活かすま

ちづくり

⑤熊川分水
を生かすま

ちづくり
30

市民との情報共有により、熊川分水の保
全に向けた措置を講じます。

玉川上水沿いの遊歩道化
都市建設

部
まちづくり
計画課

計画グ
ループ

玉川上水や熊川分水をはじめとする歴史的・自然
的景観資源と市街地を結ぶ散策ルートについて、
市民団体との検討のあり方を研究する。

継続 継続 0 参画型

30
潤い豊かな
安心できる
まちの創造

福生らしい
景観、資源
を活かすま

ちづくり

⑤熊川分水
を生かすま

ちづくり
30

熊川分水保全事業の協定に基づき、維
持補修を継続して行います。

熊川分水を活かすまちづく
り

都市建設
部

道路下水
道課

道路グ
ループ

熊川分水保全事業の実施状況に基づき、必要に
応じて補修を行う。

継続 継続 0 統合性

31
潤い豊かな
安心できる
まちの創造

福生らしい
景観、資源
を活かすま

ちづくり

⑤熊川分水
を生かすま

ちづくり
30

熊川分水の歴史的価値を市民が認識
し、保全への理解を高める機会として、講
座を企画・実施します。

地域・市民の環境学習の
推進

教育部 公民館 白梅分館 ★
座学及びフィールド学習による4回の講座を実施
する。
（熊川分水に親しむ会との協働事業）

継続 継続 60,000 教育費 社会教育費 公民館費
白梅会館運
営事業

統合性
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福生市環境基本計画実行計画（令和３年度計画）

部 課 係 款 項 目 事業
当該年度
予算（円）

会計区分

SDGｓ
主要原則

協
働
事
業

年度計画
（実施場所、方法、回数、関係先）

翌年度
計画

翌々年
度

計画

担当

No
環境基本計画

（実施計画）体系
頁 ３年間の施策の方向性 事業名

32
潤い豊かな
安心できる
まちの創造

安心して歩
ける道・緑

のまちづくり

①地域バリ
アフリーの

推進
31

公共施設のバリアフリー化について、事
業担当課への情報提供を継続して行うと
ともに、一般市民に対する情報発信など
も行い、意識の啓発に努めます。

バリアフリー及びユニバー
サルデザインの推進

福祉保健
部

社会福祉
課

福祉総務
係

バリアフリー及びユニバーサルデザインに関する
情報提供を事業担当課及び一般市民に行い、普
及・啓発に努める。
福生市バリアフリー推進計画の進行管理を行い、
達成状況を分析・評価し改善するとともに、福生
市地域福祉・バリアフリー事業推進会議や福生市
地域福祉推進委員会による進捗状況の評価を行
い、施策を推進する。
東京都福祉のまちづくり条例に基づき、特定都市
施設の新設又は改修に際し、整備基準への適合
遵守を確認し、届出を受理する。

継続 継続 0 参画型

33
潤い豊かな
安心できる
まちの創造

安心して歩
ける道・緑

のまちづくり

②中心商業
地区の安全
化・快適化

31
商店街によるにぎわい創出の取組を支
援するとともに、空き店舗を活用した創業
支援を行います。

商店街チャレンジ戦略支援
事業費補助金
空き店舗活用補助金

生活環境
部

シティ
セールス
推進課

産業活性
化グルー

プ

商店街チャレンジ戦略支援事業費補助金を活用
し、商店街が実施するスタンプラリーやイベント等
事業、案内看板の書き替えなどのハード整備とな
る活性化事業の支援を行う。
また、市内の空き店舗を活用して創業しようとする
者等に対し空き店舗活用補助金を交付して創業
支援を行う。

継続 継続 12,331,000 商工費 商工費 商工費
商工業振興

事業
統合性

34
潤い豊かな
安心できる
まちの創造

安心して歩
ける道・緑

のまちづくり

③生活道路
の安全化

32

ＰＴＡ、警察、教育委員会、道路管理者な
どと共に点検を行い、市内の危険箇所や
補修を必要とする箇所を定め、交通管理
者と協議の上、安全対策を行います。

通学路点検
都市建設

部
道路下水

道課

管理・交
通安全対
策グルー

プ

★
毎年秋頃に教育委員会の呼びかけにより警察署
（交通管理者）、道路下水道課（道路管理者）、学
校、PTAと通学路点検を実施する予定。

継続 継続 0 参画型

35
潤い豊かな
安心できる
まちの創造

安心して歩
ける道・緑

のまちづくり

③生活道路
の安全化

32

ＰＴＡ、警察、教育委員会、道路管理者な
どと共に点検を行い、市内の危険箇所や
補修を必要とする箇所を定め、交通管理
者と協議の上、安全対策を行います。

生活道路の安全化
都市建設

部
道路下水

道課
道路グ
ループ

★

狭あい道路の解消等、安全で快適な道路空間の
確保に努める。
また、必要な箇所については交通管理者との協議
を行い、交通規制等対応をする。

継続 継続 0 参画型

36
潤い豊かな
安心できる
まちの創造

安心して歩
ける道・緑

のまちづくり

④耐震化の
促進

32

耐震改修促進計画に基づき、引き続き住
宅の耐震改修を呼び掛けていきます。ま
た、緊急輸送道路沿道の建築物につい
ては、所有者との定期的な現状共有を行
います。

市内の建物の耐震化
都市建設

部
まちづくり
計画課

計画グ
ループ

昭和56年以前に建築された２階建て以下の木造
住宅に対し、耐震診断及び耐震改修の費用の一
部を助成する制度について、広報、ホームページ
で周知していく。

継続 継続 700,000 土木費 都市計画費 都市計画費
都市計画事

業
統合性

37
潤い豊かな
安心できる
まちの創造

安心して歩
ける道・緑

のまちづくり

⑤住宅や事
業所などの

緑化
32

緑宅地開発等指導要綱などに基づき、
該当する案件について緑化や植樹の指
導を行います。（再掲）

住宅や事業所などの緑化
都市建設

部
まちづくり
計画課

計画グ
ループ

福生市宅地開発等指導要綱に基づき、該当の開
発行為に対し、敷地の一部を緑化するよう指導を
行う。

継続 継続 0
透明性と説

明責任

38
潤い豊かな
安心できる
まちの創造

安心して歩
ける道・緑

のまちづくり

⑥公共施設
などの緑化

32
公共施設については可能な限り緑地を
確保するとともに、緑化を推進します。

公共施設等の緑化
都市建設

部
まちづくり
計画課

計画グ
ループ

公共施設については、可能な限り緑地を確保する
とともに、緑化を推進する。
緑の基本計画に基づき保全に努める。

継続 継続 0
透明性と説

明責任

39
潤い豊かな
安心できる
まちの創造

安心して歩
ける道・緑

のまちづくり

⑦生産緑地
の保全・活

用
32

農業振興計画に基づき、生産緑地など
農地を保全するとともに、営農への意欲
向上を図るなど都市農業への支援策を
検討します。

農業振興事業
市民農園管理事務

生活環境
部

シティ
セールス
推進課

産業活性
化グルー

プ

生産緑地など農地を保全するために、農業者向
けに農地パトロールの実施や支援策の周知を行
う。また、市内５つの市民農園（福生奈賀・福生武
蔵野・熊川武蔵野第二・熊川牛浜・熊川北）が使
用期間満了となることに伴い、更新にかかる整備
工事を計画的に実施する。

継続 継続 1,442,000
農林水産業

費
農業費 農業費

農業振興事
業

市民農園管
理事務

統合性

40
潤い豊かな
安心できる
まちの創造

安心して歩
ける道・緑

のまちづくり

⑧花や緑の
あるまちづ

くり
32

花いっぱい運動を通じて、市内美化に取
り組む団体及び生産者の支援を継続し
て行います。
また、ガーデニングや家庭菜園など、家
庭における緑化促進のための方策につ
いて検討します。
あわせて、業務委託を通じて、環境課が
管理を行う花壇を専門事業者により適正
に維持管理し、花や緑があふれるまちづ
くりを継続します。

ふっさ花いっぱい運動等
生活環境

部
環境課 環境係

市内生産者が生育した草花苗を活用した花いっ
ぱい運動（春・秋の2回）を実施し、市内の花壇等
への植栽支援や、市民参加型のコンテストを通じ
て、市内美化を図る。
また、専門事業者へ業務委託を行い、市内花壇の
適正な管理に努める。［一部については福生スク
ラム・マイナス50％協議会事業として行う。］

継続 継続
732,000

［15,000］
衛生費 保健衛生費 環境保全費

緑化推進事
業

参画型

41
潤い豊かな
安心できる
まちの創造

安心して歩
ける道・緑

のまちづくり

⑧花や緑の
あるまちづ

くり
32

緑を守り育てる条例に基づき、生垣設置
などに係る補助を継続します。補助制度
がより有効に活用されるよう、交付条件
の変更を検討します。広報掲載だけでな
く、近隣のハウスメーカー、工務店などに
情報提供し、制度の活用を図ります。（再
掲）

生垣の設置補助等
生活環境

部
環境課 環境係

福生市の緑を守り育てる条例に基づき、生垣の設
置等にかかる費用を補助し、緑の保全を行うとと
もに、関係する事業者等に制度の周知を行う。
また、利用が促進されるよう、交付条件の見直し
について検討する。

継続 継続 45,000 衛生費 保健衛生費 環境保全費
緑化推進事

業
参画型

42
潤い豊かな
安心できる
まちの創造

安心して歩
ける道・緑

のまちづくり

⑧花や緑の
あるまちづ

くり
32

市内生産者の状況を踏まえて、草花苗の
生産及び配布を行い、花いっぱい運動の
実施と農業振興につなげます。

草花苗生産委託
生活環境

部

シティ
セールス
推進課

産業活性
化グルー

プ

春と秋に実施する花いっぱい運動で使用する草
花苗について、市内農業者で組織するグリーンク
ラブ福生に委託し、生産及び配布により農業振興
を図る。

継続 継続 6,732,000
農林水産業

費
農業費 農業費

農業振興事
業

統合性
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福生市環境基本計画実行計画（令和３年度計画）

部 課 係 款 項 目 事業
当該年度
予算（円）

会計区分

SDGｓ
主要原則

協
働
事
業

年度計画
（実施場所、方法、回数、関係先）

翌年度
計画

翌々年
度

計画

担当

No
環境基本計画

（実施計画）体系
頁 ３年間の施策の方向性 事業名

43

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

ごみの発生
抑制・資源
化・適正処
理の推進

①ごみを減
らす生活の
呼び掛け

33

広報ふっさや市ホームページ、清掃だよ
りに加えて、新たに開始する福生市公式
アプリ内のごみ・リサイクル情報を活用し
て、情報発信に努めます。
特に、食品ロスやプラスチックごみについ
ての家庭における発生及び排出抑制に
関する情報発信を強化していきます。

ごみを減らす生活の呼び
掛け

生活環境
部

環境課
ごみ対策

係

清掃だより、広報ふっさ、福生市公式アプリ等を活
用し、ごみの発生抑制及び適正な分別排出、減量
化・資源化を推進する。また、食品ロス及びプラス
チックごみ削減に関する情報発信の強化に努め
る。

継続 継続 701,000 衛生費 清掃費 清掃費 清掃事務 参画型

44

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

ごみの発生
抑制・資源
化・適正処
理の推進

②事業系一
般廃棄物の

減量
33

提出された廃棄物・再利用物処理計画
書への指導や収集段階における直接指
導により、事業系一般廃棄物の減量化・
資源化及び適正排出に努めます。

事業系一般廃棄物の減量
生活環境

部
環境課

ごみ対策
係

事業系一般廃棄物処理計画書の提出促進と適
正排出への指導、減量化・資源化への働きかけの
実施。また、拡大生産者責任に基づく事業者責任
の法整備化を関係機関へ要請する。

継続 継続 0 統合性

45

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

ごみの発生
抑制・資源
化・適正処
理の推進

③ごみに関
する学習機
会の提供

33

小学４年生の社会科学習に活用できる
副読本「ごみのゆくえ」の作成において、
ごみ処理・資源化の流れに加え、家庭に
おけるごみや資源の発生及び排出抑制
の推進に向けた内容を充実させます。

ごみに関する学習機会の
提供

生活環境
部

環境課
ごみ対策

係

小学生を対象とした環境教育の推進。小学４年生
の社会科学習に活用するため「ごみのゆくえ」を
作成する。

継続 継続 93,000 衛生費 清掃費 清掃費
ごみ減量対

策事業
参画型

46

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

ごみの発生
抑制・資源
化・適正処
理の推進

④分別によ
る資源化

34

ごみと資源の適正な分別排出と資源化
へ向けて、適正排出を周知徹底するとと
もに、食品ロスやプラスチック削減などの
取組を継続実施します。

分別による資源化
生活環境

部
環境課

ごみ対策
係

ごみ・リサイクルカレンダー及びごみ・資源分別一
覧、福生市公式アプリ等を活用し、ごみと資源の
適正な分別排出を周知徹底する。廃棄物減量監
視事業を実施する。

継続 継続 36,000 衛生費 清掃費 清掃費
収集運搬事

業
参画型

47

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

ごみの発生
抑制・資源
化・適正処
理の推進

⑤バイオマ
ス資源化

34

食品ロス削減に向けた更なる周知を進
めるとともに、生ごみ堆肥化容器貸与制
度などの活用促進に向けて市民へ広く
周知し、家庭における生ごみの発生及び
排出抑制、資源化を促進します。

バイオマス資源化
生活環境

部
環境課

ごみ対策
係

清掃だより、広報ふっさ等による、食品ロス削減の
啓発活動を実施する。また、生ごみの減量化・資
源化の促進のため、生ごみ堆肥化容器貸与制
度、生ごみ処理機器購入費補助を実施する。

継続 継続 431,000 衛生費 清掃費 清掃費
ごみ減量対

策事業
参画型

48

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

ごみの発生
抑制・資源
化・適正処
理の推進

⑥地域リサ
イクルシス
テムの強化

34
地域での資源リサイクルシステムとして、
資源回収実施団体報償金制度を継続し
ます。

地域リサイクルシステムの
強化

生活環境
部

環境課
ごみ対策

係
資源回収実施団体報償金制度を継続し、地域リ
サイクルシステムを強化する。

継続 継続 11,700,000 衛生費 清掃費 清掃費
ごみ減量対

策事業
参画型

49

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

ごみの発生
抑制・資源
化・適正処
理の推進

⑥地域リサ
イクルシス
テムの強化

34
市民団体によるフリーマーケットの広報
協力を継続します。

フリーマーケットの開催支
援

生活環境
部

シティ
セールス
推進課

産業活性
化グルー

プ

市内で実施しているフレンドシップパークフリー
マーケット及び熊川フリーマーケットについて、広
報・ＨＰで周知する。

継続 継続 0 参画型

50

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

ごみの発生
抑制・資源
化・適正処
理の推進

⑦適正な中
間処理・最
終処分の推

進

34
リサイクルセンターにおける不燃廃棄物
などの資源化を継続して実施し、選別の
徹底による適正処理に努めます。

リサイクルセンタ―の適正
な運営

生活環境
部

環境課
リサイク
ルセンタ

―係

不燃廃棄物の資源化については専門業者に処理
委託を行っており、毎朝の業務連絡会等におい
て、選別の徹底による適正処理について引き続き
指導する。

継続 継続 129,724,000 衛生費 清掃費 清掃費
廃棄物処理

費
透明性と説

明責任

51

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

地球環境問
題・公害等
への取組

①低炭素型
ライフスタイ
ルへの転換

36

市内の一般家庭における効果的・効率
的なエネルギー利用を促すため、市民団
体や事業者と連携して具体的な省エネ
対策に関する情報提供を強化します。
再生可能エネルギーを供給する新電力
への切替え、省エネ型家電への買替え促
進策（助成、キャンペーン、家電診断な
ど）、ＺＥＨや省エネ住宅、省エネリフォー
ムなどに関する情報提供を事業者と連携
して住宅タイプ別に進め、快適な暮らしと
低炭素型ライフスタイルの両立を促しま
す。

「かんきょう通信」等による
情報提供

生活環境
部

環境課 環境係 ★

市民との協働により編集を行う「かんきょう通信」
等を通じて、省エネ対策や再生可能エネルギーへ
の切り替え等、一般家庭における地球環境と家計
に有益な情報の提供を行う。

継続 継続 375,000 衛生費 保健衛生費 環境保全費
環境政策事

務
参画型

52

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

地球環境問
題・公害等
への取組

②事業活動
における地
球温暖化対

策

36

市内の民生部門排出量は、業務部門が
家庭部門の約２倍となっていることから、
中小規模事業者に対し、活用可能な支
援制度を積極的に情報提供し、事業部
門でのＣＯ２削減対策を促進します。

事業所における省エネル
ギー関連情報等の提供

生活環境
部

環境課 環境係
国や都が行う、低炭素型の事業活動への支援策
等の情報を収集し、事業者により活用が促進され
るよう、広報ふっさ等を通じて情報発信を行う。

継続 継続 0
透明性と説

明責任

53

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

地球環境問
題・公害等
への取組

③市有施設
における低
炭素化の促

進

37

第４次地球温暖化対策実行計画に基づ
き、公共施設におけるエネルギー利用の
効率化の取組を継続します。
また、あらゆる事務事業において省エネ
ルギーなどの環境配慮を基本とし、市民
への情報発信を積極的に行います。

福生市環境マネジメントシ
ステム「F-e]を通じた取組

生活環境
部

環境課 環境係

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、従来
の対面式から書面による監査に切り替えること
で、監査の持つ意義・意味が損なわれることがな
いよう、市民監査委員の意見を踏まえ適切に運用
していく。

継続 継続 616,000 衛生費 保健衛生費 環境保全費
環境政策事

務
参画型
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福生市環境基本計画実行計画（令和３年度計画）

部 課 係 款 項 目 事業
当該年度
予算（円）

会計区分

SDGｓ
主要原則

協
働
事
業

年度計画
（実施場所、方法、回数、関係先）

翌年度
計画

翌々年
度

計画

担当

No
環境基本計画

（実施計画）体系
頁 ３年間の施策の方向性 事業名

54

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

地球環境問
題・公害等
への取組

③市有施設
における低
炭素化の促

進

37

市有施設省エネルギー・再生可能エネル
ギー推進指針を徹底し、設備更新時には
省エネ・再エネ機器の導入を進めます。
また、公共施設の移転・新築などに際し
ては、エネルギー効率を重視した建築設
計と、建物のみならず外構緑化、動線の
配慮など、周辺環境を利活用した快適な
環境づくりを視野に計画します。

小学校防音機能復旧（復
機）事業

教育部
教育総務

課
教育総務

係
令和３年度　福生第三小学校（校舎）工事 継続 継続

179,077,000
（繰越明許）

教育費 小学校費 学校管理費

小学校防音
機能復旧
（復機）事

業

統合性

55

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

地球環境問
題・公害等
への取組

③市有施設
における低
炭素化の促

進

37

市有施設省エネルギー・再生可能エネル
ギー推進指針を徹底し、設備更新時には
省エネ・再エネ機器の導入を進めます。
また、公共施設の移転・新築などに際し
ては、エネルギー効率を重視した建築設
計と、建物のみならず外構緑化、動線の
配慮など、周辺環境を利活用した快適な
環境づくりを視野に計画します。

小学校防音機能復旧（復
機）事業

教育部
教育総務

課
教育総務

係

令和３年度　福生第一小学校　実施設計
令和３年度～令和４年度
　　　　　　福生第六小学校（校舎）　工事

継続 継続 128,907,000 教育費 小学校費 学校管理費

小学校防音
機能復旧
（復機）事

業

統合性

56

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

地球環境問
題・公害等
への取組

③市有施設
における低
炭素化の促

進

37

市有施設省エネルギー・再生可能エネル
ギー推進指針を徹底し、設備更新時には
省エネ・再エネ機器の導入を進めます。
また、公共施設の移転・新築などに際し
ては、エネルギー効率を重視した建築設
計と、建物のみならず外構緑化、動線の
配慮など、周辺環境を利活用した快適な
環境づくりを視野に計画します。

中学校防音機能復旧（復
機）事業

教育部
教育総務

課
教育総務

係

令和３年度　福生第二中学校　実施設計
令和３年度～令和４年度
　　　　　　福生第三中学校（校舎）　工事

継続 継続 92,237,000 教育費 中学校費 学校管理費

中学校防音
機能復旧
（復機）事

業

統合性

57

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

地球環境問
題・公害等
への取組

③市有施設
における低
炭素化の促

進

37

市有施設省エネルギー・再生可能エネル
ギー推進指針を徹底し、設備更新時には
省エネ・再エネ機器の導入を進めます。
また、公共施設の移転・新築などに際し
ては、エネルギー効率を重視した建築設
計と、建物のみならず外構緑化、動線の
配慮など、周辺環境を利活用した快適な
環境づくりを視野に計画します。

中央図書館改良事業 教育部 図書館 管理係
令和３年度　実施設計
令和４年度～令和５年度　工事

継続 継続 44,695,000 教育費 社会教育費 図書館費
中央図書館
改良事業

統合性

58

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

地球環境問
題・公害等
への取組

③市有施設
における低
炭素化の促

進

車両更新時には燃費性能の優れた車両
を導入するとともに、公用車使用の抑制
（自転車利用、ルート設定の工夫など）と
やむを得ず公用車を使用する場合のエ
コドライブを徹底します。

車両管理事務 総務部
契約管財

課
管財係

市内を移動する際は、極力、自転車の利用を推進
し、公用車使用の抑制に努めます。
また、公用車を使用する場合は、アイドリングストッ
プ等、エコドライブの徹底を図ります。

継続 継続 0
透明性と説

明責任

59

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

地球環境問
題・公害等
への取組

③市有施設
における低
炭素化の促

進

車両更新時には燃費性能の優れた車両
を導入するとともに、公用車使用の抑制
（自転車利用、ルート設定の工夫など）と
やむを得ず公用車を使用する場合のエ
コドライブを徹底します。

車両管理事務
生活環境

部
環境課 環境係

市内を移動する際は、極力、自転車の利用を推進
するとともに、公用車使用の際はガソリン車ではな
く電気自動車を率先して利用し、温室効果ガスの
排出抑制に努めます。

継続 継続 0
透明性と説

明責任

60

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

地球環境問
題・公害等
への取組

③市有施設
における低
炭素化の促

進

37

森林整備及びその促進に関する財源とし
て創設された森林環境譲与税の活用を
通じて、森林吸収源対策につながる多摩
産材を利用した公共施設等の整備を促
進します。

積立金（森林環境譲与税
基金）

企画財政
部

財政課 財政係

公共施設等の整備にあたり、多摩産材を利用す
ることが可能な場合、森林環境譲与税、及び森林
環境譲与税基金の活用を検討します。
活用事業がない場合は、森林環境譲与税を基金
へと積み立て、後年の活用に備えます。

継続 継続 5,001,000 諸支出金 基金費
森林環境譲
与税基金費

積立金
透明性と説

明責任

61

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

地球環境問
題・公害等
への取組

④交通の省
エネ化

37

自転車を利用しやすいまちづくりとして、
自転車駐輪場の維持管理、放置自転車
対策（放置防止指導、撤去、保管場所で
の管理業務など）、自転車ナビマークの
維持補修を含めた道路の整備等を継続
するとともに、自転車乗車時のマナー向
上に向けた情報発信や学習機会の提供
を行います。

放置自転車対策事務
都市建設

部
道路下水

道課

管理・交
通安全対
策グルー

プ

シルバー人材センターへの委託により主に駅前放
置自転車の巡回撤去、保管業務を年末年始、日
曜、祝日を除く毎日実施する。秋、春の交通安全
運動前に講習会を実施する。

継続 継続 14,066,000 土木費
道路橋りょ

う費
交通安全管

理費
交通安全管

理費
参画型
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福生市環境基本計画実行計画（令和３年度計画）

部 課 係 款 項 目 事業
当該年度
予算（円）

会計区分

SDGｓ
主要原則

協
働
事
業

年度計画
（実施場所、方法、回数、関係先）

翌年度
計画

翌々年
度

計画

担当

No
環境基本計画

（実施計画）体系
頁 ３年間の施策の方向性 事業名

62

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

地球環境問
題・公害等
への取組

④交通の省
エネ化

37

自転車を利用しやすいまちづくりとして、
自転車駐輪場の維持管理、放置自転車
対策（放置防止指導、撤去、保管場所で
の管理業務など）、自転車ナビマークの
維持補修を含めた道路の整備等を継続
するとともに、自転車乗車時のマナー向
上に向けた情報発信や学習機会の提供
を行います。

自転車のまちづくり
都市建設

部
道路下水

道課
道路グ
ループ

福生警察署と協力して、自転車ナビマーク等の設
置を推進し、自転車走行空間の確保に取り組む。

継続 継続 0 統合性

63

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

地球環境問
題・公害等
への取組

④交通の省
エネ化

37

サイクルシェアリングシステムについて
は、経年劣化の状況や利用拡充及び広
域連携を含め、今後の実施方法について
検討を行います。

サイクルシェアリング事業
生活環境

部
環境課 環境係

環境の視点だけに留まらず、観光振興も目的とし
た、利用価値の高いサイクルシェアリングシステム
への入れ替えを行うとともに、広域連携により更な
る利活用を図る。

継続 継続 6,053,000 衛生費 保健衛生費 環境保全費
環境政策事

務
統合性

64

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

地球環境問
題・公害等
への取組

④交通の省
エネ化

37
公共交通機関などへの働き掛けにより、
公共交通の利便性向上を目指します。

公共交通の利用促進
都市建設

部
まちづくり
計画課

計画グ
ループ

ＪＲを含む公共交通機関の利用促進のため、利便
性向上等、関係する協議会等を通じ要請してい
く。

継続 継続 103,000 土木費 都市計画費 都市計画費
都市計画事

務
統合性

65

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

地球環境問
題・公害等
への取組

⑤気候変動
への適応

37

気候変動により、市民生活に重大な影響
を及ぼす可能性のある事項について、影
響事例調べなどを通じた市民意識の喚
起、自助互助の手法や外国人住民・旅行
者に対する情報発信などについて検討し
ます。
また、グリーンインフラとしての活用を踏ま
えた、街路樹、公園樹木などの管理につ
いて検討します。

ふっさ環境市民会議等へ
の支援

生活環境
部

環境課 環境係

市民団体が行う、地球温暖化や気候変動を題材
にしたセミナー等の実施を支援し、当事者及び参
加者に対する意識の醸成を図る。［福生スクラム・
マイナス50％協議会事業として行う。］

継続 継続 ［48,000］ 参画型

66

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

地球環境問
題・公害等
への取組

⑤気候変動
への適応

37

気候変動により、市民生活に重大な影響
を及ぼす可能性のある事項について、影
響事例調べなどを通じた市民意識の喚
起、自助互助の手法や外国人住民・旅行
者に対する情報発信などについて検討し
ます。
また、グリーンインフラとしての活用を踏ま
えた、街路樹、公園樹木などの管理につ
いて検討します。

歩道上の植栽ます等の管
理

都市建設
部

道路下水
道課

道路グ
ループ

歩道上の植栽ますを適正に維持・管理すること
で、樹木による蒸発散効果で気温の上昇を抑制
する。

継続 継続 12,931,000 土木費
道路橋りょ

う費
道路橋りょ

う費
道路橋りょ
う維持事務

統合性

67

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

地球環境問
題・公害等
への取組

⑤気候変動
への適応

37

気候変動により、市民生活に重大な影響
を及ぼす可能性のある事項について、影
響事例調べなどを通じた市民意識の喚
起、自助互助の手法や外国人住民・旅行
者に対する情報発信などについて検討し
ます。
また、グリーンインフラとしての活用を踏ま
えた、街路樹、公園樹木などの管理につ
いて検討します。

公園内の樹木等の管理
都市建設

部
施設公園

課
施設公園
グループ

公園整備や修繕の際は、雨水の地下浸透を促す
と共に、蒸発散効果で気温の上昇も抑制するた
め、公園内の樹木を適正に維持・管理する。

継続 継続 0 統合性

68

暮らし方の
変革・地球
システムへ

の適合

地球環境問
題・公害等
への取組

⑤気候変動
への適応

37

防災マップの配布や出前講座などでの
マイ・タイムライン作成の啓発など、災害
への備えに関する周知を強化していきま
す。

風水害への備えに関する
啓発

総務部
防災危機
管理課

防災危機
管理係

★

「福生市防災マップ・多摩川洪水・内水ハザード
マップ」について、市民へ広く周知するとともに、市
政出前講座等において「東京マイ・タイムライン」
を活用した風水害への備えの啓発に努める。
≪ハザードマップの配布について≫
・配布場所：安全安心まちづくり課、総合窓口課
・配布方法：市内転入者及び希望者に対し・随時
配布、ホームページへの掲載等

継続 継続 0
透明性と説

明責任
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福生市環境基本計画実行計画（令和３年度計画）

部 課 係 款 項 目 事業
当該年度
予算（円）

会計区分

SDGｓ
主要原則

協
働
事
業

年度計画
（実施場所、方法、回数、関係先）

翌年度
計画

翌々年
度

計画

担当

No
環境基本計画

（実施計画）体系
頁 ３年間の施策の方向性 事業名

69
環境教育・
学習の推進

①学校での
環境教育の

推進
38

環境学習教員研修を継続し、教員を通じ
て、児童・生徒の環境に対する理解を深
め、環境問題や環境保全などに対して主
体的に関われる人材を育成します。

環境学習教員研修
生活環境

部
環境課 環境係

教員１年目（初任者）、２年目の教員及び環境教
育に関心のある小・中学校教員を対象に、福生市
の自然と環境について学ぶ環境学習教員研修を
実施する。

継続 継続 51,000 衛生費 保健衛生費 環境保全費
環境教育事

業
参画型

70
環境教育・
学習の推進

①学校での
環境教育の

推進
38

学習指導要領に基づく環境教育と合わ
せて、地域の特色を生かした学校独自の
環境学習の取組を支援します。
コミュニティ・スクールの仕組みも活用し、
環境学習など、持続可能な地域づくりの
ための人材育成を進めます。

理科支援員の配置 教育部
教育指導

課
指導係

小・中学校の理科授業における体験的な学習を
充実させるため、観察・実験等の支援を行う理科
支援員を配置する。
〔配置対象学年〕
　小学校（5・6年）、中学校（全学年）

継続 継続 1,129,000 教育費 教育総務費
教育指導管

理費
理科教育推

進事業
統合性

71
環境教育・
学習の推進

①学校での
環境教育の

推進
38

学習指導要領に基づく環境教育と合わ
せて、地域の特色を生かした学校独自の
環境学習の取組を支援します。
コミュニティ・スクールの仕組みも活用し、
環境学習など、持続可能な地域づくりの
ための人材育成を進めます。

学校における環境教育の
推進

教育部
教育指導

課
指導係

小学校４年生の社会科学習において、「ごみのゆ
くえ」（環境課作成）を活用する。

継続 継続 0 統合性

72
環境教育・
学習の推進

①学校での
環境教育の

推進
38

学習指導要領に基づく環境教育と合わ
せて、地域の特色を生かした学校独自の
環境学習の取組を支援します。
コミュニティ・スクールの仕組みも活用し、
環境学習など、持続可能な地域づくりの
ための人材育成を進めます。

学習指導市民講師による
指導

教育部
教育指導

課
指導係

コミュニティ・スクール委員と連携し、学習指導市
民講師（NPO法人自然環境アカデミー等）による
指導を実施する。

継続 継続 252,000 教育費 教育総務費
教育指導管

理費
教育指導事

務
統合性

73
環境教育・
学習の推進

②地域にお
ける環境学
習の推進

39

各種イベントなどを活用し、市民に環境
関連の情報発信を行います。
また、「かんきょう通信」や「福生市の環
境」の作成など、市民団体との協働によ
る事業を引き続き実施します。
あわせて、食品ロス削減やプラスチック
問題などのパネル展示や市公式アプリな
どを活用した情報発信を行います。

ふっさ環境フェスティバル
の実施等

生活環境
部

環境課 環境係

環境問題に対する市民の認識を深め、意識の醸
成を図ることを目的に、環境月間である６月に「第
19回ふっさ環境フェスティバル」を開催する。市民
や事業者により組織されたふっさ環境フェスティ
バル実行委員会により企画・運営を行う。［一部に
ついては福生スクラム・マイナス50％協議会事業
として行う。］

継続 継続
1,000,000
［761,000］

衛生費 保健衛生費 環境保全費
環境教育事

業
参画型

74
環境教育・
学習の推進

②地域にお
ける環境学
習の推進

39

子どもや親子を対象とした市内外の
フィールドでの環境学習を継続して実施
していく中で、参加した子どもや親子の
環境や郷土に対する関心を高め、継続的
な関わりにつなげるよう、事業間の連携
を強化します。

・夏休み子ども見学会
・わくわく土曜日「自然観
察会」

教育部
生涯学習
推進課

文化財係
・葛西水族園等近隣博物館、年1回
・文化の森等市内各所、年2回

継続 継続
・18,000
・20,000

教育費 社会教育費
生涯学習推

進費
保護展示事

業
参画型

75
環境教育・
学習の推進

②地域にお
ける環境学
習の推進

39

子どもや親子を対象とした市内外の
フィールドでの環境学習を継続して実施
していく中で、参加した子どもや親子の
環境や郷土に対する関心を高め、継続的
な関わりにつなげるよう、事業間の連携
を強化します。

地域・市民の環境学習の
推進

教育部 公民館 公民館係
環境講座の実施（２コース4～６回）
→過去から現在における地球環境問題の歴史や
取組を学ぶ基礎的な内容

継続 継続 150,000 教育費 社会教育費 公民館費
公民館本館
運営事業

統合性

76
環境教育・
学習の推進

②地域にお
ける環境学
習の推進

39

子どもや親子を対象とした市内外の
フィールドでの環境学習を継続して実施
していく中で、参加した子どもや親子の
環境や郷土に対する関心を高め、継続的
な関わりにつなげるよう、事業間の連携
を強化します。

地域・市民の環境学習の
推進

教育部 公民館 白梅分館

片倉跡地（森田製糸跡地）において、熊川分水の
自然や歴史的な景観を観察し、分水と地域との関
りについて学ぶフィールドワークを実施する。1回
NPO自然環境アカデミー、熊川分水に親しむ会と
の協働事業

継続 継続 42,000 教育費 社会教育費 公民館費
白梅会館運

営事業
統合性

77
環境教育・
学習の推進

②地域にお
ける環境学
習の推進

39

大人の学習意欲を引き出し、楽しみなが
ら学び行動できるきっかけとなるような講
座や企画、展示を継続して実施していく
中で、環境や地域の課題に目を向けて行
動できるきっかけとなるよう、庁内他部署
との連携を強化します。

地域・市民の環境学習の
推進

教育部 公民館 松林分館

環境講座の実施（１コース３～５回）
→食品ロスやリサイクルなどの生活に関連する講
座
　環境課との連携（出前講座等）も視野に入れる。

継続 継続 48,000 教育費 社会教育費 公民館費
松林会館運

営事業
統合性

78
環境教育・
学習の推進

②地域にお
ける環境学
習の推進

39

大人の学習意欲を引き出し、楽しみなが
ら学び行動できるきっかけとなるような講
座や企画、展示を継続して実施していく
中で、環境や地域の課題に目を向けて行
動できるきっかけとなるよう、庁内他部署
との連携を強化します。

地域・市民の環境学習の
推進

教育部 公民館 白梅分館
環境講座の実施（1コース3回）
→多摩川の水質や環境を通して環境問題を考え
る講座

継続 継続 45,000 教育費 社会教育費 公民館費
白梅会館運

営事業
統合性
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福生市環境基本計画実行計画（令和３年度計画）

部 課 係 款 項 目 事業
当該年度
予算（円）

会計区分

SDGｓ
主要原則

協
働
事
業

年度計画
（実施場所、方法、回数、関係先）

翌年度
計画

翌々年
度

計画

担当

No
環境基本計画

（実施計画）体系
頁 ３年間の施策の方向性 事業名

79
環境教育・
学習の推進

③環境学習
を支える人
材の確保

39

ふっさ環境市民会議など、既存の団体の
支援を通じて活動の拡充を図るとともに、
福生水辺の楽校などの運営を通じたボ
ランティアスタッフの育成を継続して行い
ます。
あわせて、環境リーダー制度の更なる拡
充を図るとともに、他部署における人材
登録制度の状況も踏まえ、連携の可能性
を検討します。

協働による環境施策推進
の担い手の確保

生活環境
部

環境課 環境係 ★

福生水辺の楽校「多摩川サポーターズ」の活動を
通じて、新たな担い手の育成を行うとともに、環境
リーダーに認定し、人材の確保と活躍の場の提供
に努める。

継続 継続 1,550,000 衛生費 保健衛生費 環境保全費
環境教育事

業
参画型
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